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第一部 ハンスエスマン教授基調講演 「黒い森 昨日と今日」 

講演は別紙で添付した PowerPoint の画像を提示しながら進められた。第一部の説明の文

頭にある数字は、PowerPoint のスライド番号である。別紙を参考しながらお読みいただき

たい。 

 

（１）はじめに 

尊敬する森林に関係する仲間の皆さま、親愛なる学生の皆さま、ご出席の皆さま。この

度は、私の故郷である黒い森「シュヴァルツヴァルト」について講演するために、鳥取県

からご招待いただいたことを大変光栄に思います。心より感謝申し上げます。私の故郷は、

南シュヴァルツヴァルトの首都と呼ばれるフライブルクです。 

 

1 次のようにプレゼンテーションを構成しました。 

最初に、黒い森の地理から始め、その歴史に続き、黒い森の 2 つの主要な要素である「木

と林業」、そして「農業」について少し話して、黒い森の主要な産業である「産業」と「観

光」の側面についていくつかご説明します。最後に「自然保護」と「気候変動の影響」に

ついてお話しして講演を終わります。 

 

  

（２）地理 

2 黒い森（ドイツ語：Schwarzwald）は、ドイツ南西部のバーデンヴュルテンベルク州に

ある広大な森林に覆われた山脈です。 

 

3 ライン渓谷によって西と南に分かれています。 

 

4 この地域は、ほぼ長方形の形をしています。 

 

5 黒い森は、ドイツで最も標高の高い山岳地帯です。その最高峰は、標高 1,493m（4,898

フィート）のフェルドバーグ（野山）です。 

 

6 黒い森はドイツ最大の森林地帯であり、ドイツで最も有名な森林景観の 1 つです。同時

に、最も多く訪問されるレクリエーションエリアです。このうち、約 75%がバーデンヴュ

ルテンベルク州の森林エリアです。 

 

これらの森林エリアでは、約 80%がモミとトウヒで構成されています。針葉樹林であり、

これらの樹種が森を暗く（または「黒く」）見せる理由です。ドイツ名「シュヴァルツヴァ

ルト」は、古い歴史があり、西暦 868 年のサンクトガレン修道院（今日のスイス）の文書



 

4 

 

に初めて登場します。 

7 一般的に、黒い森は 3 つの地域に分けられます： 

 

8  １．急峻な渓谷とわずかな農地により構成される森林地帯の黒い森北部 

 

9  ２．渓谷で主に農業に使用される低地の黒い森中央部 

 

10 ３．氷河期に形作られた独特な経済圏がある高地の黒い森南部 

 

11 「ハイブラックフォレスト」という用語は、南部および中央シュバルツバルドの最も

標高の高い地域を指します。北の黒い森は、バーデンバーデンがいくつかの温泉で有名で

す。 

 

（３）歴史 

10,000 年前の氷河期の終わりに、黒い森はステップとツンドラの植生に覆われました。

樹木はなく、気候が暖まり始めるまで、植生は変化しませんでした。 

徐々に、さまざまな種類の木々がこの地域に定着し、何世紀にもわたって密度の高い森

を形成してきました。 

 

最初は、主にアッシュ、オーク、ライム、ニレ、メープルのような落葉樹が育ちました。

森林は、モミの木とブナが広がり始めた約 6000 年前に「黒」になりました。黒い森は徐々

に落葉樹とモミの混交林になりました。さらに、標高が高いところではトウヒも成長しは

じめます。 

 

12 黒い森にその名前を与えたのはローマ人でした。彼らは中山間地を「シルヴァ・ニグ

ラ」（「黒い木」）と呼びました。それは、野生動物が住んでいて、極少数の人だけが住み、

うっそうとした森に覆われた、通り抜けることが困難な道のない地形でした。強盗にとっ

て理想的な隠れ家であり、したがって安全な場所は松たくありません。 8 世紀になってよ

うやく、人々が家や農場を作ることで、最終的に大規模に森林を征服し始めました。 

 

13 黒い森の開拓史に決定的な貢献をしたのは、7 世紀にベネディクト会の修道士によって

いくつかの場所に設立された修道院です。 

 

14 これらの修道院が周囲に定住する人々を惹きつけたようです。 

 

15、16、17、18 黒い森では一挙に集落が出来た訳ではありません。それは、中世ではま



 

5 

 

だ完了しておらず、むしろ継続的なプロセスでした。南シュバルツバルドの一部の地域で

は、18 世紀まで木材を犠牲にしながら徐々に集落が拡大しました。 

現在では、逆の現象が起こっており、牧草地が農業に使用されなくなったため、森林面

積は再び拡大しはじめました。この森林拡大は、観光に悪影響を与える可能性があります。

その理由は、観光客が多様な樹木、牧草地、放牧の様子、美しい村々の多様性がある黒い

森を愛しているからです。 

 

二つ目の発展は、シュヴァルツヴァルト内への定住で直接始まりました。その理由は、

豊富な銀と鉄の鉱物資源が見つかったからです。組織化されていない集落が形成された後、

貴族のほかにカトリック教会も、西暦1000年ごろに、修道院を設立していくことによって、

黒い森を組織的に発展させ始めました。 

 

（４）木と林業 

19 黒い森の木材資源が、当時の経済の基礎を担ってきましたが、現在は消滅しかけてい

ます。木炭生産者は、木材を積み上げ、木炭を生産しました。 

 

20、21 木炭は、産業用ボイラー用燃料として使用され、とりわけガラス製造業界の為に

加工されました。たとえば、当時、1kg のガラスを生産するには、最大 2  木材が必要でし

た。 

 

木材は、鉄と銀の鉱山の坑道建設を進めるためにも必要であり、鉄鉱石の処理にも多く

の木材が必要でした。その結果、北シュヴァルツヴァルトに元から育っていた樹木はほぼ

完全に伐採されました。 19 世紀半ば、黒い森は、ほぼ完全に破壊されました。その大部分

は茂みと草地に変わりました。 

 

22 数世紀の間、黒い森からの丸太は、運送業の建設用材やほかの目的に使用するために、

いかだを組んで川を下って流通されました。 

この産業部門は 18 世紀にブームとなり、大規模な伐採活動をもたらしました。長くて松

すぐなモミの丸太のほとんどは、オランダの造船のために下流に運ばれたため、ダッチマ

ンファー「オランダ人のモミ」と呼ばれていました。 

特に、オランダでは、丸太は砂地や湿地での住宅建設用の杭や支柱として使用されてい

ました。今日でも、アムステルダムではこれらの支柱の上に多くの歴史的建造物が建てら

れています。鉄道および道路網の拡大により、川に丸太を流す輸送方法は 19 世紀後半にほ

ぼ終了しました。 

 

23 絶え間ない木材需要を満たすために、当時の政府は黒い森を造林することを決定し、
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集約的な林業により、森林破壊された地域は、その後、ほとんどがスプルース（トウヒ）

の単一樹種（モノカルチャー）で再植林されました。 

これは、強靭なスプルース（トウヒ）が他の樹種よりも多くの利点があるためです。 

 

24 耐性のあるスプルースは他の樹木に比べて多くの利点があります。それは比較的速く

成長し、簡単に広がり、貧しい土壌でもうまく成長します。スプルースのおかげで、黒い

森は再び黒くなりました。 

 

別の方策は、森林を放牧地として使用することを禁止することでした。さらに、1 年の成

長量と同等の量の木材だけを伐採することが許可されました。これで破壊的な搾取は停止

できました。これが、秩序ある持続可能な林業の始まりでした。 

 

今日、林業は持続可能性のルールを厳守しています。これは森林法によって規制されて

います。たとえば、1 ha を超える皆伐は禁止されています。これは、すべての森林所有者、

個人所有者にも同様に適用されます。さらに、自然保護とレクリエーションの観点は、林

業にとって重要な役割を果たしています。 

 

25 公有林である州有林の森林管理は、自然保護およびレクリエーション利用の法的規則

を上回ります。たとえば、いわゆる森林保護区（Bannwälder）が指定されます。これらは

将来、あらゆる種類の使用が禁止されている森林地帯です。 

 

26、27 意図は、森林が原生林に戻れるようにすることです。これらの森林保護区では、

狩猟さえ限定されています。さらに、州政府は訪問者のレクリエーションのために森林の

良好なインフラを管理しています。インフラには、散策路、マウンテンバイクトラック、

避難所、バーベキュー場など、そのほかの多くの設備が含まれます。黒い森では観光の重

要性が非常に高いため、州有林（約 30％）はレジャー活動が出来る様になっています。 

 

黒い森の林業の目標の 1 つは、トウヒ、モミ、ブナの元の混交林を復元することです。 

 

28 これは、より多くの落葉樹を優先して、依然として優勢な樹種であるトウヒの割合を

さらに減らすことを意味します。健全な混交林は、暴風雨による被害やたとえばキクイム

シによる侵入が少ないことが科学的に証明されています。もちろん、これにより黒い森は

少し明るくなりますが、決して「白い森」に変わることはありません。 

 

29、30 1990 年には、ハリケーン「ビビアン」と「ヴィーブケ」によって、森林への広範

な被害が発生しました。 1999 年、ハリケーン「ローター」は黒い森に猛威を振るい、特に
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トウヒが植栽された地域により大きな被害をもたらしました。 

 

1990 年の暴風雨の後に取られた対策と同様に、大量の伐採された丸太が暫定的な湿地保

管エリアに何年も保管されました。嵐の影響は、北シュバルツバルドの教育的かつアドベ

ンチャーフォレストトレイルであるローターパスで現在でも見ることができます。 

 

規模の大小にかかわらず、嵐被害があった地域は自然に委ねられ、今日では自然の混交

林に戻っています。すでに述べたように、もともと、黒い森は落葉樹とモミの混交林でし

た。高地でのみ、トウヒも成長しました。 

 

31 黒い森の木材資源の重要性は、過去 20 年間に急激に上昇し、燃料用の木材や暖房用の

木材ペレットの需要の高まりと、一般的に木材の重要性とともに、カーボンニュートラル

な再生可能な資源として注目されています。シュヴァルツヴァルトのモミの木は、特に非

常に背が高く、高い位置まで下枝が無く、これらの木材は主に日本に出荷されています。

ドイツで行われた Expo 2000 での世界的な販売促進が、木材輸出の復活を促進しました。 

 

（５）農業 

32、33、34 黒い森の大部分では今日でも農業が営まれています。 

 

35 鹿しながら、農業の収穫だけで生計を立てることができる農家はごくわずかです。一

部の農地で鹿、穀物やジャガイモは栽培されていません。農家は農業に関する EU からの

厳しい規制の対象です。ジャガイモを自家消費のためだけに植える場合でも、複雑な申請

を提出する必要があり、さらに、丘の中腹での収穫量が低いため、収益性がとても低いで

す。今日の彼らの主な経済活動は、乳牛と肉の生産のために牛を飼うことです。 

 

36 ほとんどの農家は、専業農家ではなく、大部分が兼業農家です。例えば、森林は、建

設用木材と燃料用木材をもたらし、さらに「貯蓄銀行」としての役割を果たしています。

多くの農家は、草原を放牧用に、ゲストルームを観光客向けに提供しています（スローガ

ン「ファームホリデー」の下で推進）。 

さらに、農家の一部は、風力発電や小さな水力発電所でもエネルギーを生み出していま

す。 

 

37、38 鹿し、ほとんどのケースでは、農業だけで生き残ることは困難です。農場を放棄

する農家の数が増えています。以前の牧草地が植林されている場所もあれば、単に放棄さ

れている場所もあります。その結果、一部のコミュニティでは牧草地で樹木が大きくなり

すぎ、企業や地域の協同組合は、開放的な景観を維持し、育ちすぎた木々の成長を防ぐた
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めに家畜を飼うことを決定しました。これは、牛と羊の助けを借りて行われます。 

 

政府は補助金を出すことで活動を支援しています。したがって、乳製品および肉製品の

生産はますます二次的になっています。最近では、観光やその生物多様性の保全のために

景観を開放することが明らかに重要になっています。 

 

加えて、ますます多くの農家が地域の製品の品質を戻しつつあります。彼らは協力しあ

い、協同組合を設立しています。組合で機械と牧草地は共同使用されています。ある農家

の牛乳は、別の農家でチーズ製品に処理されます。その後、製品は、地域のいわゆるファ

ーマーズマーケット、または地元のスーパーマーケットで販売されます。多くの農家は、

高品質な地域製品のマーケティングと、同時に黒い森の典型的な景観を保存する可能性に

大きなチャンスがあると考えています。 

 

（６）工業 

39 黒い森では鉱石が発見されたことにより鉱業が発達しました。中世には、私の故郷で

あるフライブルクのように、銀の採掘により黒い森の町が豊かになりました。都市の有名

なゴシック教会は、とりわけ、地元の銀鉱山からの収入によって賄われていました。 

 

40 黒い森での非鉄金属の採掘は、20 世紀半ばまで続きました。この期間で掘られた多く

の鉱山跡は、観光鉱山として今日も訪れることができます。これらは、結構有名な観光名

所であり、多くの人にとって背筋が凍るような冒険です。 

 

41 現在ほとんど消滅している他の経済部門は、木炭製造業とガラス製造業です。後者の

ガラス製造業は、多くのガラス吹き工芸所として訪問者に開放され、残っています。 

比較的アクセスしにくいシュヴァルツヴァルト渓谷では、工業化は遅くまで到達しませ

んでした。冬には、多くの農家が収入を補うために木製の鳩時計を作りました。 

 

42 外国人が、黒い森と聞いて最初に思いつくことは、鳩時計だと思います。この鳩時計

は、黒い森を世界中で有名にしました。 

この手工業の時計製造は、19 世紀に精密工学と時計産業に発展していき、多くの黒い森

の谷に鉄道が通ったことで急成長しました。精密に設計された木製の手工芸品の開発につ

ながった彼らの製造地が遠隔地であるという最初の欠点は、原材料に直接アクセスできる

ため、結果的に競争上の利点になりました：森林からの木材と鉱山からの金属があったと

いうことです。最終的には、政府の構造的支援プログラムにより、1850 年に最初の時計製

造学校が設立されました。 
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機械装置の需要増加により、大規模な時計製造会社が設立されました。 20 世紀には、レ

コードプレーヤーやテレビなどの消費者向け産業の生産も発展しました。 1970 年代、日本、

後の韓国、そして今日の中国との競争により、業界は衰退していきました。それにも関わ

らず、シュヴァルツヴァルトは金属加工産業の中心地であり、多くのハイテク企業の本拠

地です。主な企業は中小企業で、いくつかの企業は「隠れたチャンピオン」と呼ばれてい

ます。 

 

43 黒い森では、降水量が多く、標高が異なるため、大きな水力発電の可能性があります。

これは、19 世紀まで、特に製材所や製粉所を含む多数の工場を運営するために使用されま

した。 

 

水力発電は黒い森の渓谷において工業化される地域的要因の 1 つでした。これらの電力

は、19 世紀まで多くの工場、製材所、製粉所で使用されました。 

 

水力発電は、黒い森渓谷の産業化に大きく寄与してきました。21 世紀には、再生可能エ

ネルギー法の結果、多数の小規模な流域発電所が再開されるか、新しく建設されました。 

 

（７）ツーリズム・観光 

44 現在、観光業は、かつて最も重要な収入源である木材の生産と農業を補完するという

か、完全に置き換えられました。現在、景観（ランドスケープ）がレクリエーションと観

光のために使用されています。  

 

45 2018 年、ホテル業界は 870 万人の来訪者を記録しました。宿泊数は 2,270 万人に増加

しました。両方とも最高記録更新です。これらのうち、旅行客の 312 万人は、主に近隣諸

国のスイスとフランスからの訪問です。 

 

46 ドイツ人はハイキングが大好きです。現在、最も人気のあるタイプのレクリエーショ

ンと言えます。 

 

47 黒い森には非常に多くのタイプのトレイル（散策路）があり、そのうちのいくつかは

国際的にも有名です。ヨーロッパの長距離パス E1 は、いくつかのローカル長距離パスのル

ートに沿って黒い森を通過します。これらを構成するルートは、本線になるメインルート

と枝分かれしたサイドブランチのネットワークです。多くのトレイルは、20 世紀初頭に

Black Forest クラブによって作られました。  

トレイルネットワーク全体の距離は約24,000キロメートル（14,000マイル）になります。

約90,000人のメンバーがいるBlack Forestクラブのボランティアによって維持および管理
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されています。 

 

ドイツでは、広大な開けた土地や森林でのハイキングの権利は法的に保証されています。

公有林であれ私有林であれ、誰でもハイキングをすることが許可されています。 

 

48 ハイキングコースとマウンテンバイクトラックの広大なネットワークは、一年中自然

の中でのスポーツアクティビティの機会を提供します。  

 

49、50 冬には、もちろん、さまざまなタイプのウィンタースポーツが可能です。南シュ

ヴァルツヴァルトを中心に、多くの場所にダウンヒルスキーとクロスカントリースキーの

両方の施設があります。 

 

さらに、多くの場所で山の高低差がパラグライダーに使用されます。 

 

（８）自然保護 

51 自然保護に関しては、2014 年にバーデンヴュルテンベルク州で最初の国立公園である

黒い森国立公園（Black Forest National Park）が設立されました。 10,000 ヘクタール以

上の面積をカバーし、北シュヴァルツヴァルトの主要な山頂に位置します。 

 

52、53 この地域には、中央/北シュヴァルツヴァルト自然公園と南シュヴァルツヴァルト

自然公園の 2 つの自然公園があります。395,000 ヘクタールの南シュヴァルツヴァルト自然

公園はドイツ最大の公園です。2 番目に大きいのは、375,000 ヘクタールに及ぶ中央/北シュ

ヴァルツヴァルト自然公園です。これらの目的は、田舎を文化的景観として保存し、地元

の製品をより効果的に販売し、観光のためにこの地域をより魅力的にすることです。 

 

2016 年、ハイヤーシュバルツバルドの一部が生物圏保護区シュヴァルツヴァルトとして

宣言されました。約 64,000 ヘクタールの面積をカバーしています。 2017 年 6 月、ユネス

コによって承認されました。 

さらに、多くの自然保護区、保護エリア、森林保護区、鳥類保護区があります。 

 

ヨーロッパの森林で見つかる野生生物に加えて、以下の希少な動物種が黒い森で観察で

きます。それらは、巨大ミミズ（lumbricus badensis）、カペラカイエ（Tetrao urogallus）

それと、オオカミ（canis lupus）です。 

 

54 巨大ミミズは、シュヴァルツヴァルトの高地に位置するスプルース（トウヒ）フォレ

ストの固有種です。それは、標高 1,000 メートル以上の高地シュヴァルツヴァルトの小さ
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な地域にのみ住んでいます。最大 60 センチメートルの長さを持つこのミミズは、ヨーロッ

パで最大のミミズの 1 つです。 

55 カペラカイエ Capercaillie（ドイツ語：Auerhuhn）は黒い森の一部の地域でのみ見つ

けることができます。それはヨーロッパ最大の狩猟対象鳥です。標高 1,000 メートル以上

の北方および温帯の針葉樹、混合、および落葉樹林に生息しています。 

 

非常に憶病であり、その生息地に厳しい要件があります。中欧では、まれに鹿見られず、

黒い森の小さな地域のような古い手つかずの山林地域でのみ見つけることができます。そ

の分布のポテンシャルは非常にまばらなので、小さな集団は急速に孤立します。そのため、

繁殖の成功率はかなり制限されています。 

 

その衰退の本質的な原因は、近代林業の影響であり、カペリカイエの生息地を急激に悪

化させます。カペラカイエは「レッドデータブック」に登録されており、絶滅の危機に瀕

している鳥として掲載されており、一年中保護されています。 

たとえば、カペラカリエの生息地では、風車を建てることは禁止されています。 

 

56 昨年から1匹のオオカミ（Canis lupus）が北シュヴァルツヴァルトに再び現れました。

おそらく東ドイツから移動してきたと思われます。 

最新のデータによると、ドイツでは合計 73 のオオカミの群れが確認されており、そのほ

とんどがドイツ東部です。オオカミのペアの数は 21 から 30 に増加しました。加えて、北

の黒い森には定住している 3 匹のオオカミがいます。 

ドイツのオオカミは、東ヨーロッパのポーランドから移住しました。ドイツに住んでい

るオオカミの総数は、群れのサイズが 3 匹から 11 匹に及ぶため、概算で鹿見積もることが

できません。オオカミは、EU 規制およびドイツ連邦自然保護法に従って厳格に保護されて

います。 

オオカミのドイツへの帰還に対する人々の態度は、3 つの意見に分かれています。最初の

グループは、自然を愛するか、自然を保護しようと、オオカミが戻ってきたことに満足か

つ認めて喜んでいる人々です。昔には、オオカミはドイツで見ることができましたが、最

後のオオカミが 19 世紀の終わりに撃たれました。これは、ドイツの重要な政治的主題であ

る生物多様性にとって真の利益です 

2 番目のグループ、主に羊農家とハンターは、オオカミが家畜、特に羊、および狩猟対象

動物にダメージを与えることを恐れているため、それを拒否しています。さらに、彼らは

オオカミのような大きな捕食者が人口密度の高いドイツに収まらないと主張しています。 

最後に、3 番目のグループは、人類、特に子供を脅かす可能性のある野生動物としてのオ

オカミを恐れています。子供の頃、彼らは「赤ずきんと凶悪な狼」のおとぎ話を聞かれま

した。彼らはまだそれを信じています。にもかかわらず、オオカミはとても恥ずかしがり
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屋なので、だれもそれを見れることはほとんどありません。 

 

野生動物のほかに、黒い森に特有の家畜を見つけることができます。それらは古い品種

ですが、絶滅する危険にさらされています。 

 

57 これらは、ヒンターヴァルト牛の希少種に属する黒い森の牛と黒い森の馬（ドイツ語：

SchwarzwälderKaltblut）です。黒い森の牛は黒い森からの古い地元の牛の品種です。 

軽量であるため、南シュヴァルツヴァルトの急斜面での放牧に最適です。鹿し、この軽

量のために、牛乳や肉の生産にはあまり役立ちませんでした。鹿しながら、現時点ではそ

れに対する関心が高まっています。ますます、人々は地域の製品を買いたいと思っていま

す。ヒンターヴァルト牛の肉は、高品質で優れた味です。多くの消費者は、今日、より高

い価格を喜んで支払います。 

 

58 黒い森の馬（ドイツ語：SchwarzwälderKaltblut）は、もともと農業と林業の仕事の

ための品種でした。現在、ハーネスで馬車やスライドを引くために使用され、頻繁に乗馬

に使用されています。 

軽 中重量のドラフト馬で、筋肉質で、短くて力強い首を備えています。2007 年に、そ

の保全状況は FAO によって「危険にさらされている」と報告されました。 

 

（９）気候変動の影響 

これまでのところ、気候変動が黒い森に与える影響は、森林で直接確認できます。 2018

年と 2019 年の夏は、過去 100 年以上前に測定したことのないほど暑く乾燥しています。数

日、温度は摂氏 40 度に達しました。数週間雨が降らず、干ばつは非常に激しいものでした。 

 

59 今日、黒い森を目を開けて旅行すると、木々に大きな深刻な被害を見ることができま

す。それらは、前世紀の 80 年代に発生した損害と非常に似ています。当時、人々は森林の

枯死について話していました（Waldsterben）。再び枯れ木や、木の上部が薄くなっている

落葉樹、トウヒやモミの葉が多く失われているのを見ることができます。 

 

60、61、62、63 干ばつにより森林地帯が乾燥しています。ストレスを受けた木は、水不

足で枯れるか、キクイムシ、他の害虫、菌類の攻撃を受けます。 

ほぼすべての種類の樹木が影響を受けていますが、特にトウヒやモミが、黒い森にその

特徴を与えています。再び、何人かの人々は森林の枯死の危機について話しています。 

ドイツの私有林所有者は、破損または枯れた木を伐採し市場に出すためにドイツ政府に 5

億ユーロの支援を要求しています。破損した木材の量は 7,000 万立方メートル、経済的損

害は約 25 億ユーロと評価されています。黒い森の森林所有者は、特に身動きできない状態
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です。理由は、トウヒが森林所有者に最高の収入を保証する樹種であるからです。 

 

64、65 現在まで、高温や極端な乾燥の環境下で、森林化が成功するトウヒの代わりにな

る樹種の選定が十分なされてきたとはいえません。トウヒやモミが長い時間をかけて生き

残ることができないというのは明確です。近い将来、植林される樹種が変わらなければ、

黒い森は 19 世紀最後の状態に似た状態になると予想されます。それは、森林が破壊される

ということです。 

 

これで、私の講演は終了と致します。 

最後まで、お聞きいただき、ありがとうございました。 
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第二部 パネルセッション 黒い森の再生から鳥取が学ぶべきこと 

司会・砂場隆浩 パネルセッションに入らせていただきます。それではパネラー、コーデ

ィネーターのみなさんを紹介させていただきます。コーディネーターをお願いしています

のは、鳥取環境大学の根本教授でございます。宜しくお願い致します。今回、ドイツフラ

イブルグ大学名誉教授エスマン名誉教授にも参加していただきます。パネリストは鳥取大

学の永松先生。今回、この会の開催にご尽力して頂いたみどりの共生研究所会長中島さん。

鳥取県森林・林業振興局森本局長。それでは、これからの進行は根本先生にお願いします。 

 

（１）会場からの質問 

根本昌彦鳥取環境大学環境学部副学部長・同大学教授 鳥取環境大学の根本です。今日は

コーディネートをさせていただきます。宜しくお願い致します。今日のパネルディスカッ

ションの趣旨なんですけれども、ドイツの今日お話しいただいたような苦労されて持続可

能な形で森林経営されている、その話を勉強してきましたが、それから後で、森本さんの

方から鳥取の現在の森林の状況だったり、今考えているビジョンについて、お話しいただ

こうかと思っております。ドイツと日本との間のどんなところが共通で、どんなところが

違ってそんなような議論が深まっていけばいいかなと思っています。 

最初に会場の皆さんからいくつか簡単な質問が来てまいすので、シンプルではないかも

しれませんが、簡単に答えていただきたいと思います。 

一つには日本では山に不法投棄でゴミを投げ捨てるような状況もあるんですけれども、

そこらへんシュヴァルツヴァルトではどうされていますか、という質問。 

宿泊観光客が非常に多という中でそういう人たちが 森林に悪影響を及ぼすようなこと

はないでしょうか。 

それから、歴史的にですが修道院があってという話がありましたが、修道院ができたこ

とによる何か森に対する良い影響がありましたか。3 つの質問がきています。 

 

エスマン名誉教授 今いただいた質問は難しいんですけれども、最初の山のゴミの問題で

すが、まず最初に教育をしなければいけないと思っております。こういうことをしちゃい

けないよと法律を決めてやることは当然なんですけれども、まずは小さい子供達から教育

を始めるということは非常に大事だと思います。その教育を通じて理解を深めていくこと

が大事だと思います。 

 

根本教授 一つ質問し忘れたんですけれども、お話の中で、シェルターを森の中に避難所

を作るというような表現がありました。そのシェルターって何ですか、避難所とは何です

かと質問がきているんですけれどもそれを簡単に。 

 

エスマン名誉教授  シェルターというのは小さい山小屋で、雨が降ったり、雷が鳴った時



 

15 

 

にシェアする場所ということで、シェルターを提供しております。このシェルターという

のは避難所という意味もあるんですけれども、ハイキングに来た人たちが 1 日 2 日そこに

泊まって、リラックスするという場所にもなっていて、キッチンだったりとか、色々生活

できるような最低限のものは揃っている場所を州が提供していて、人気があってかなり数

も少ないので非常に人気の高い施設というふうになっております。 

 

（２）鳥取県の森林の現状 

根本教授 ありがとうございます。それではここ鳥取県の森林の現状これからのビジョン

を皆さんと一緒に学習してきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

森本智史・鳥取県森林・林業局長 お手元に資料を配布しておりますが、それに沿ってご

説明したいと思います。四つのアプローチからご説明いたします。よろしいでしょうか。 

1番目はですね、木材の生産です。人工林は 58%で、ちなみに人工林の構成はスギが 50%、

ヒノキが 28%なんで、これに松が 20%という現状になっております。森林の産業でござい

ますけれども、左の表にありますように伸びて参りました。平成 24 年から現在は 1.5 倍に

増えております。それは間伐を一生懸命やったということで、なっております。鹿しです

ね間伐面積が伸び悩んでいる。間伐する場所というのが山の上、奥地化していることで、

なかなか難しく、事業に応じた生産力が確保できるのが難しくなってきている局面です。

県内 1960 年からずっと今ちょうどこの辺り 50 年から 60 年生林が 47%のところで突出し

ています。この辺りにある程度森林資源の利用があるだろうということを考えております。

課題と致しましては 、間伐とあわせて推進して、伐って植えて育てる管理をして、循環利

用していくことが大きなポイントになっていくと思っております。 

次に生産基盤の整備ということで、山の再生産資源として林道の整備、林道はもとより

林業専用道も新たな取り組みとして整備を開始しております。下の方に赤いような写真が

付いておりますけれども、これが見方としては傾斜が急であるほど赤が強くて谷底でござ

いましてグループの中で一番落ち込んだところが陥没しているところで、中が土石流が起

こったところ右側の方は地すべり地区です。ですからこういったデータを活用して林道を

幅広く効率的、安全な林道を整備していくことが大事になっていくかなと思っております。 

続いて林業従事者の確保ということで、これが 3 番目でございます。人の問題でござい

まして、山の管理としては大事なことで、本県の林業従事者は現在 690 名でございまして、

昭和 60 年度以降、年々減ってきておりましたが、 今、若干増加傾向に転じました。県と

しても雇用を支援するために 森林組合の方々の支援なんですが 研修支援をして新規就

労者数はだいたい年々30 人から 50 人程度で確保できております。その結果、平成 22 年度

以降は 35 歳未満は高齢者 65 歳以上を上回っておりまして、林業現場では若返りが進みつ

つある。鹿しながら状態的に人手が不足していると県は認識して、引き続き林業就労者を

確保していく必要があると考えています。確保するため方策の一環として、後ろの方に日
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本伐木チャンピオンシップイン鳥取 11 月 9 日 10 日のチラシを載せておりますが、これを

鳥取市の方で開催します。これは林業現場がどちらかというと３ というイメージがある中

で、最近はそうじゃないスマートでかっこいい職場なんだよってことをアピールするため

に、チェーンソーの競技大会を鳥取で開催し、情報発信して林業の若手を確保していこう

と考えております。戻っていただきまして、 

最後、県民参加のところでございますがこれらは考えをもとに取り組みを推進してまい

りました。県民や企業による森林保全活動の輪が県内に広がってきていると考えておりま

す。更に木育もその一環であるので県としては県民運動として参りたいと思います。 

以上が基本的な説明でございますが、前半の基調講演のエスマン名誉教授の話を聞いた

上で、わたくし的には議論していただきたいのは、やっぱり、この中で一番素材生産力増

加というとことです。我々が直面してまいすのは、これまで間伐中心、保育中心でしてき

ました。ところが気が付いてみると、木材の需要は、だんだん国産が高まりつつある。そ

の中で間伐では生産に追いつかない、切っていくには間伐ではなくて、こういった転換点

が支持基盤であるのではないか、この辺りをドイツの方ではどういうふうに受け止められ

ているのか。例えば皆伐につきましては、1ha の皆伐は禁止されているとありまして、この

へんがナーバスに思われたものですから、その点のお話を聞きたいなと思っております。

以上です。 

 

（３）森林の獣害 

根本教授 ありがとうございます。最後におっしゃって頂いたのが今日一番集中、議論し

たいポイントではあるんですけれども、その前にその他のいろんな議論がまだあるかと思

います。永松先生の方から今日の議論を聞いて、先生が考える疑問なり質問なりがあれば

紹介してください。 

 

永松大・鳥取大学教授 永松です。よろしくお願いいたします。フロアから同じ質問をい

ただいているんですけれど、私も質問したかったことがあります。ドイツにおいて鹿、ア

カ鹿は問題にならないでしょうか。木の芽を食べたりはしませんか。 

 

エスマン名誉教授 とてもシンプルな質問なんですけれども、この質問だけでひとつのシ

ンポジウムができるぐらいの質問です。 

ドイツでは狩猟に力を入れており、非常に政治的にも力を持っております。狩猟の免許

を持っている方というのは政治的にも影響力を持った人が多くて、その政治力を持った人

が狩猟に関してのルールを決めています。 

林業からみると鹿は少ない方がいいと自分としては考えとしてあるんですけれども、若

い年の鹿、特に新芽を食べたりすると非常に大きなダメージを与えます。一方、狩猟側か

らすると、ハンティングに行った時に鹿がたくさんがいる方が彼らとしては良い環境です。 
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鹿の生息数に従って狩猟をしていい数が毎年決められます。狩猟したい人は森の中でたく

さん鹿がいたほうがいいんです。イノシシだとか数をきちんと決めて、その年に狩猟した

数に対してハンターの人たちが森にダメージを与えたその分のお金を払う仕組みになって

おります。狼についても同じようなことが言えて、狼は狩猟動物を取って食べてしまうの

で、狩猟する人たちは狼はいて欲しくないんですけれども、狼を守ろうという人たちもい

て、それぞれの立場の人たちがそれぞれの考えを持って、いろんな方策を決めているとい

う状況です。 

 

永松教授 ありがとうございます。日本では鹿がすごく増えていて、この方々もご存知だ

と思いますが、木を植える時に鹿に食べられて大変困っています。  

 

エスマン名誉教授 先ほど鹿の話の時に言い忘れたんですけれども、ドイツの場合は鹿の

被害っていうのは、イノシシがその立場にあって、毎年毎年イノシシの数が増えていまし

て、去年でも 4０万匹のイノシシが撃たれ、それでもまだまだ頭数が制限されていないとい

う状況で、農業にも大きな被害を与えています。イノシシは頭が良くて夏場はコンビール

ドに隠れていて、なかなか見つけることができない。毎年捕獲されているけれどもなかな

か減らないのだそうです。 

 

永松教授  鹿の方が楽だというお話だったと思います。ありがとうございます。 

 

（４）林業と農業 

中島寛人・みどりの共生研究所会長 みどりの共生研究所会長の中島でございます。今回

このような機会を作っていただいた NPO 法人のとっとり希望化計画２１の山岡理事長の

東京での学生時代の 5 歳年下になりまして、学生で 5 歳離れていると、先輩が言ったら、

はいと答えないと昔は厳しい目に遭っていたんです。皆さんもそうではないかと思います。

鳥取環境大学の生徒さんがいらっしゃるようですが、1 年違ったらイエスマンにならざるえ

ないですよね。最近は違うんですかね。山岡先輩から鳥取の林業というのを非常に熱く語

っていただきました。 

15 年ほど前に実は私、お隣の島根県から中国に合わせて 2 万立方の木材を輸出しました。

私は鹿児島で生を受けて、宮崎県で育ったんですけれども、祖父、父と山の関係の国有林

の仕事、職員だったり、また個人の企業の社長だったりして、林業一家に育ったわけです

けれども、その中で約 9,300 ヘクタールくらいの分収林という土地所有者がいて、国が予

算を出して、昔は森林開発公団が山をやって、森林を 800 ヘクタール、私個人、親父おじ

いさんから引き継いだものがありましたけれども、もちろん私が増やしたものもありまし

たけれども、その中で約 250 名雇用をしておりました。 

雇用と林業経営がうまくいくためには道も作らないといけない、植えても 50 年以上待た
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なきゃいけない、なんか方法ないんだろうかなあと思いっていたところ、いろいろ農業と

林業の組み合わせがあるんじゃないかというのが一つのヒントです。 根本先生がご専門の

言葉で言えばアグカルチャー＆フォレストリー、世界的な学問で言うとアグロフォレスト

リーという認識を私は持っています。 

日本で言えば焼き畑をやって、木材を育てて木を切っていくという方式だったんですけ

れども、３０年ほど前にエスマン名誉教授と出会いまして、シュヴァルツヴァルトの黒い

森を見ていくと、なるほどうちの森林管理をしているエリアもこういうふうに育っていけ

ばいいんだなと、それで林業を、また切っていく仕組み、それから農業を兼業しています

ので、その人たちに農業を教える仕組み、特に私は一番難しいファーストトマトという技

術を生産者に教えました。これが、どんどん大きな産業に育っていきました。北海道にそ

のトマトハウス、これも私は小さな面積の生産者の筆頭をしていて、ヨーロッパのその仕

組みと組み合わせたら、まさに今日、先生がご指導いただいた林業と農業の組み合わせが、

小さな規模の畜産、林業を、観光までつなげていって農業も大規模にすればいいんじゃな

いかということで、エスマン名誉教授を毎年、うちの研究所の主宰とかに招き、勉強させ

て頂いて、今日があります。 先ほどの鹿の話ですが、イノシシの話や、私の結論で言えば、

くってしまえばいいんじゃないかと思いますよ。 

 

（５）ドイツと日本の森林状況 

根本 ありがとうございます。最初に局長の方から鳥取の森林の現状のお話があって、こ

れからどうしていくか、鳥取では今まで間伐ということをすすめてきたんですけれども、

これからは皆伐を含めて生産量をどんどん上げてあげていかなければいけないという議論

がありました。 

ここでドイツと日本のベーシックな森林状況っていうのをご説明いたします。会場から

のご質問にもあったんですけれども、ドイツの森林はですね、日本が国土面積の 7 割が森

林だとしたら、ドイツは 3 割と随分小さいんですけれども、森林のその所有権内訳という

んですかね、法律のカバーする状況というのは所有がですね、 ステイト ホールと言いま

して、ドイツには 16の州がありまして、その州はそれぞれに州有林というのがありまして、

それが全体の 30%です。私有林は、日本の個人が持っている山と同じように、私有林は 50%、

そしてコミュウナルと言いまして向こうだと市町村にあたるもので 20%といったような所

有構成となっていて、そういう意味では 50%は私有林ということは、かなり日本とは近い

構成になっていると思います。 

さっきのシュヴァルツヴァルトの話ですと、19 世紀にいろんな産業、鉄、ガラスだとか

産業があって、それによって森林を使ったということで、一回森林が荒廃したという話が

ありました。日本でも中国山脈の辺りはたたら製鉄があってかなり森林が一旦は荒廃した

時期があったと、そこからですね、トウヒを中心に植えて現在のような森林を作ってきた

というのがシュヴァルツヴァルトです。 
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日本も戦後、スギを植えてきまして今のような状況になっています。今の状況は先ほど

言ったように戦後 50 年 60 年生ぐらいの年生が偏った今がありますと。シュヴァルツヴァ

ルトは 19 世紀に植えたトウヒの森を、先ほども言いましたように、1 ヘクタール以上の皆

伐は基本的にしないとやってきた、その中で林道を入れながら最近は、機械化をしながら

皆伐せずにやっていると。現在ですね、30%の森林と言いましたけれども、年間の森林の成

長量は日本が 7,500 万立方と言われていますけれども、ほぼ同じくらいドイツでも毎年成

長しています。日本はその中で 2,500 万成長量の 1/3 ぐらいを今日本は伐っていますけれど

も、ドイツはほぼ 7,000 万立方伐っています。成長量に 8 割 9 割のところまで伐っている。

その中で皆伐はせずやっていることで、スペインリオという 80 年生以上の木を伐りながら

循環させるような林業が成り立っていると、日本は今、つい 10 年ほど前までこのドイツの

方式を見習おうということで、林道をつけて間伐をしながら、長伐化ということで８０年

生を目指すんだということを 10 年ぐらい前は言っていたんですけれども、ここにきて皆伐

だっていうふうなことがかなり言われるようになってきています。どうすべきかと立ち止

まって考えないといけない時期なんではないかとも思います。確かに成長量に対して切っ

ている量は少ないんですけれども、その方法、どうしていったらいいのかっていうところ

が本当に聞いてみたいところです 。 

 

エスマン名誉教授 長伐か皆伐かの考え方ですけれども、100 年前、この考え方というのは

価値のある材を生産するのが一番大きな目標で、量であったり、質であったり、家具用の

材をどうやって森林から出すということが一番主な理由で、この森林経営をやってきてお

りました。ただアプローチというのは、世界中で大きく変化をしてきていまして、例えば、

チリでいうと非常に早く育つ、10 年から 15 年で育つ松の種類の木を植えて質的にも非常に

低くて紙であったり、他には松の葉っぱを紙に使って量をどんどんどんどんとるというよ

うな製法をされています。スギも早いということなんですけれども、50 年で伐期を迎えて

それで材になるというサイクルということなんですけれども、基本的に木材というのは経

てば経つほどもっと取れるという考え方があって、ドイツでは 30 年から間伐をされるとい

うこともあるんですけれども、80 年から 100 年が一つの伐期という考え方があります。 

 

（６）伐期の問題 

根本教授 早生樹 という考え方でいったらどうかと思いますが永松先生どうでしょうか。 

永松教授 ちょっと違うことをお尋ねしたかったんですけれども。いいですかね。スギも

そうなんですけれども、早生樹、ファーストウッドなんですけれども、ドイツ、ヨーロッ

パでは例えばポプラとかヤナギを植えているっていうことを聞いたことがあるんですけれ

ど、それは主流ではないですか。ドイツではそれは広がっているんでしょうか 。 

 

エスマン名誉教授 私が聞いている限りでは、そのような植林をして経営しているところ
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ではあまり収益が高くないと聞いております。先ほどのそのポプラのバイオマス燃料生産

ということで、これは環境保護団体からもかなり反対されています。というのがポプラを

燃料として使うためには、これは非常に開発が早くて 6 年から 7 年でどんどんどんどん回

転させて燃料を作るという考え方なんですけれども、これは非常に中立性が高い反面非常

に環境にも負荷をかけてしまうという側面があります。 

特に肥料を毎年入れないといけないんですけれども、その肥料を入れたとしてもポプラ

を育てた土地では基本的には 3 回まで鹿できない。土地が痩せてしまうという問題がござ

います。 

他にもバイオマス用のチャイニーズクラスという背の高い植物なんですけれども、これ

も同じような形で非常に多くの肥料を与えないといけないです。多くのマスプロダクショ

ン、量を多くて取る生産というのでドイツでも 2 万頭の牛をひとつの牛車の中で飼って生

産をするということは非常に多く行われているんですけれども、これについては供給量と

需要のバランスの面でいうと、自分たちで食べる以上のものを一つの同じ土地で生産して

いるということで、このマスプロダクションが環境に対して非常に大きな負荷をかけてき

ているということが問題だというふうに考えております。 

 

根本教授 もうひとつ前の議論に戻りたかったんですけれども、何年で切るべきかという

ところは、早生樹なのかどうなのか樹種の話と、社会の要請、その時々の社会がどんな木

を産業界だったりが要請しているのか、そういう側面から決まってくるんだろうというこ

とで、世界的にも高品質の木材から端材をあまり求めないっていう流れがあって、スギな

んかに関してはスギ、ヒノキについてもなかなか高品質なもの端材は高価なものなにで、

なかなか売れていかないという現状がある中で、山の目標林、どういう山作りをしたらい

いのかが、まさに今問われているということで、日本全体としても皆伐の方に舵をきりつ

つあるのかなと思うんです。 

一つ先生にも言いたかったことはファーストグローイングっていうことは、置いとけば

100 年 150 年それなりに成長してくる木なんだろうというのはあるんだけども、そのとこ

ろを含めて、森本さんの方からお願いします。 

 

森本局長 私はこの 4 月からこの仕事をしています。なので、まだ経験があまりないんで

すが素人目に考えて、年生が膨らんでいるからといって、それを切る必要はなく、80 年 100

年に置いとく、単純に考えてそれもあると思うんですけれども、製材業者に聞くと一般的

には、利用木は伐期をむかえた程度が、だいたい製材する上でいいんじゃないかという話

が強みで、80 年 100 年になるとサイズ的に現行生産体制が難しい、現実的な問題があった

りしてこの話が出てきていると思います。 

 

エスマン名誉教授 何が一番いいのか、その側面に対して違う視点からお話しさせて頂き
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たいと思っておりますけれども、それぞれの森林状況が違うのは当然なのですが、おそら

く一番良い答えとしては、それぞれの森林のその場所にあった伐木というのが大事になる

のかなと思います。というのがその市場価格が高い時には、それだけ需要があるというこ

となので、それだけの木材を出していくと、応えていくのが林業であって、この年齢の木

がたくさんあるから今皆伐だよねという考え方はおかしいかなと思います。 

ドイツでは色んな伐採の仕方があるんですけれども、今の考え方で言えば、例えば環境

を重視した制御ってことで、例えば 9 割を切って 1 割は残す、その一割から落ちた種で天

然更新していく。植林しなくていいから低コストで林業ができていくという考え方もござ

います。あと、永久にそこを森林に残すというものもあります。そこには非常に若い木も

あれば、100 年 200 年たった木もあれば、アンティ・エイジング、つまり、年齢がまだら

な森づくりというのもドイツで行われています。 

 

根本教授 この話題については、もう少しやってもいいですし、違う議論に入ってもいい

ですが、いかがしましょうか。 

 

中島会長 宮崎県の日南地域では、400 年前から木造船の材料ということで植栽をし、造林

をしております。私の知る限りでは（植林して）150 年の山が近くにありまして、胸の高さ

の 1 m20cm ぐらいの高さの直径が 50cm、80cm、90cm となりましたら、試し伐りをしま

す。そうして、伐採可能な大きな木になっている（と判断します）。森本局長の方からそう

いう話がありましたが、いわゆる直径 50cm という木は、年輪を測ってみますとだいたい

80 年生でした。それから直径 80cm は丁度 100 年生でした。90cm は おそらく 120 年か、

150 年ではないかな、という私は判断したんですけれども、90cm は伐ることがはばかられ

て、伐らなくていいよいということで試し伐りをやめたんですけれども、80cm を数本、

50cm も数本伐りまして、これがどういうふうに市場に流れるのか見てみました。先ほど局

長が言われたんですけれども、規格が小さな木を製材所や関係者は求めています。16cm か

ら 25～6cm までの木を好みます。それは（機械で）自動で製材できるからです。そうする

と 30cm は伐る人がいない。製材所では鬼鋸という道具で切っていかなくてはいけない。 

そうすると、これは輸出しなきゃいけない。頭のいい輸出業者は密かに一万円ちょっと

くらいで集めて韓国に出したり、中国に出したりしているんです。 

だったら松たく逆の話にしたらいい。全国からそういう末口が 30cm 以上の木を鳥取県

が県の補助金で買い、鬼鋸で切る製材所を作ると、韓国や中国大陸には 15 億人が暮らして

いて、たくさんの高層マンションが出来ています。マカオはコンクリートの打ちっ放しで

す。そこに絨毯を敷いて、かろうじて住んでいます。そこに杉のフローリングを鳥取の建

材で作ろうとすると、死ぬほど作らないといけないと思います。これがヒントです。そう

いうのをヨーロッパで一回見ると、いろんなヒントが出てきます。 
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根本教授 現状をみるに大径材が製材工場から出ていったら、それはそれで困る人は多い

んだろうなとは思います。単純な話ではないと思いますけれども、資源が産業を決めてい

くという側面がありますので、太い材が当たり前のように広がっていくこともあるでしょ

う。10 年後、20 年後を考えたら、その時はその時でそれに見合った産業っていうのが生ま

れてくるんだろうなと思います。林業って、それだけ息が長いので、その時の産業ってい

うのは今から推し量るのはちょっと難しいのかなっていう側面もありますね。 

 

（７）育成造林の可能性 

森本局長 エスマン名誉教授の回答の中で皆伐再造林ではなくて、日本的にいうと育成複

層林ということになると思うんですけれども、森林を伐採する時に全部切らずに必要なも

のだけ抜き切りして、若い木を育てて、違う状態の森を作っていくと、常に森は樹木に覆

われていて、国もこれを推進しています。ところが日本はなかなか推進できていない現状

があるんです。中島さん、よろしかったら説明してもらえないでしょうか。 

 

中島会長 私はエスマン名誉教授のエリアを中心にして東側の山林の状態とか 、ひっくり

返ってイタリアの北部を調査していますが、日本林業の中心である間伐をやるとしても非

常に林道整備が、歩道整備が完結していないので、搬出にものすごく費用がかかってしま

うんです。森本局長と話をしましたが、これから林道を 300 キロ整備するんだそうですね。

道を作る前にシュヴァルツヴァルトをぜひ見ていただきたいと思います。そこにヒントが

ありますから。 

 

（８）南洋材と合板 

エスマン名誉教授 1984 年から日本に 10 回か、12 回か、訪問させて頂いていまして、林

業家の皆さんとか林業の関係者の皆さんといろいろお話をさせて頂いてきました。この林

の中では今、50 年生が一番多いようですね。過去を遡って見てみると、日本は当時、木材

が必要だったということで、トロピカルな東南アジアから非常に多くの木材を輸入してい

ました。この事実が今現在、森林の蓄積している木材の量が非常に多いという状況は作り

だしていると思います。特に、先ほど木材の大きさが問題かもしれないって話がありまし

たが、名古屋の港に行けば非常に大きい南洋から来ている材が多く積み上がっている状況

が見られますが、やはり質もあるとは思いますが、輸入に依存してきた社会が今の森林の

現状を作ってきているという結論になるんじゃないでしょうか 。 

 

根本教授 今のところでコメントさせてもらうと、70 年代から 80 年代、熱帯材を丸太で運

んできて、湖畔に丸太を浮かべて、湖畔に合板工場を作って、やっていたのは確かにあっ

て、日本は自国の森林を温存しながら、東南アジアから木材を入れてかなり批判を受けて

いた時代もありました。その後、今言ったように、インドネシアにしてもマレーシアにし
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ても、資源を温存したり、合板で輸出するという体制というのでなかなか入ってこなくな

りました。一時、ロシアの北洋材というのを求めていた時代があり、後に、元々スギは合

板に向かないっていわれたんですけれども、スギを使った合板っていうのが 10 年か、20

年ぐらいで日本国内で出来るようになって、それを使えるようになってきました。鳥取県

でも合板工場への出荷っていうのも増えているという現状になります。 

問題の一つは、そういうふうに出荷先が出てきたんですけれども、必ずしも価格が高く

ない。先ほどの社会が求めている、それだと、それは仕方とないのかもしれないんですけ

れども、なかなか生産に見合わないような形になって、補助金なしではなかなか成り立た

ないような形となり、生産量は増えていかないというところが問題です。そこをどうした

らいいのか、その辺について考えていかなければいかないと思います。 

この辺で、会場からも意見を求めていいでしょうか。 

 

（９）会場からの意見・質問 

 ◆１ 初期投資はどうしたらいいか 

会場からの発言 日本では、天然のスギとヒノキの森があり、これを植栽していくにはも

のすごく初期投資がかかります。そしておまけに鹿もいます。そのあたりはどう考えたら

いいでしょうか。 

 

森本局長 今回、知事が皆伐再造林に着手したいと表明されたんですけれども、確かに初

期投資に金がかかる。どうしても前に進まなかったんですけれども、3 年かかりまして、協

議会を作り、基金を作り、皆伐の再造林１ヘクタールで 21 万円助成するスキームを民間の

方で作っていただきました。 

これを県の方で、完全ではありませんが、国の補助金もありますから上乗せをして、極

力地元の負担を無くす風な格好でしています。加えて鹿の問題がありまして、鹿について

は鳥取県は雪が多いもんですから、柵を作ってもそれが雪でやれてしまう。立木でできな

いかという研究を今年、若桜町で実験的にやってみようと思っています。それと苗の問題

です。どういった苗を植えたらいいか、人に優しいようなのがいいんじゃないか。林業試

験場も検討しています。ですから今すぐは難しいんですけれども、環境を整えていきたい

なと思っております。 

 

◆２ 林業と観光のタイアップ 

根本教授 それでは会場の方。 

 

会場からの発言  ドイツでは林業と観光がタイアップして、人を中に入れる。その際、お

金を見い出している。まだ日本では林業関係者は本気になっていないのではないか。観光

とのタイアップが弱いのかなと。森林の健康的な影響は言われてはいるものの、鳥取県で
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はまだかな。森林環境贈与税を国が作りましたけど、鳥取県の方は少しでも欲しいのに八

頭町と尼崎市が同じぐらい鹿お金が降りていない。国を含めておかしいんじゃないか。地

元の皆さんどうお考えなのか。 

 

森本局長  大山のほうでやっていきたい。森林環境譲与税の問題ですが、結局、配分割合

が木を利用している所、人が多く住んでいる所に多く配分されている。地元の自治体に聞

くとまだ始松たばかりで、まず足りないっていう調査もない。まだ貯金している段階で、

問題が出始めたら対応していきたいと思っている。 

 

根本教授 ありがとうございます。 

 

永松教授 議論が大きくなると、なかなかまとまりが難しいんですけれども、結局、日本

人の木の使い方が問題なのかなと思います。高品質のものを求めているのが、今、合板み

たいなのものがもてはやされているので、それでいいのかと。 

それと鹿が増えていること。兵庫県はやっと少しずつ鹿が横ばいか減りつつある。林業

もそうなんですけれども、コストにならないところの森林管理をプロフェッショナルに養

成していくことが大事なんではないでしょうか。もう一つは人工林。この状況は特殊で今

の現代の課題なんですけれども。50 年たてば違う状況になるので、あるべき林業というよ

りは、今、現代の視点で徐々により賢い森林管理なり、日本にあった林業という形をこれ

からも探していかないといけないのかなと思います。 

 

根本教授 ありがとうございます。林業教育、技術者養成、森林管理は大きな岐路にある

と思います。もう一つ今日の話の中で触れたかったのは、シュヴァルツヴァルトで、最近

では地球温暖化等を背景にしながら木が結構枯れていっているということです。数十年前

の酸性雨に似たような状況になっているという中で、それに耐性のあるような木を、何か

の形で広葉樹を広げていくんだろうと私は思っているんですけれども、それ以外でも、観

光目的の林業として、ツーリストの人は、その中にある程度広葉樹が入っているという森

林の構成の方が観光資源としてもいいという考え方があるようです。いかに昔植えたトウ

ヒの森から広葉樹化を増やしていくというところが一つの課題になっていると聞きました。

最初局長がおっしゃっていたように日本でも育成複層林という山林、日本でも山林を三つ

ぐらいの考えでしてみたいと思います。 

ひとつは自由に天然のままに置いとく。人工林が広がりすぎたので道に近い所、手が届

きやすい所は循環的に利用しましょうと。その間、ちょっとコストもかかるし、手を入れ

るのも大変な場所は、できるだけ人工林から広葉樹を導入するような形で複層林化してい

きましょうという考え方、この三つの森林を作っていこうというのが林野庁のおっしゃる、

鳥取県の基本的な考え方になっていると思います。 
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一方で、言うは安しで、育成複層林は本当にできるのか技術的に可能かどうかという問

題があります。シュヴァルツヴァルトで広葉樹を導入している話から学べるところがある

んじゃないかなと思っていました。広葉樹へどうやって移行させていくのかというあたり

の議論を深めたらいいかなと思います。   

 

エスマン名誉教授 ドイツでは単樹種のモノカルチャーの植林から混交林への移行という

のが積極的に行われています。というのが単一の樹種で作ってしまうと、虫の害、暴風の

被害、雪が降った後の被害が非常に多い。一箇所が被害を受けると、全体が倒れてしまう。

ドイツが目指す森作りというのは、混交林を作っていくっていうことです。 

これは、非常に時間がかかることです。安定性ですとか、植物動物の多様性を求めてい

くというのは。未だに 60%がドイツではトウヒが主な樹種で、特に個人の森林所有者は何

を植えるかという選択する権利を持っていますので、そこに対していろんな樹種を導入し

ていくのは非常に長い時間がかかります。 

手法なんですけれども、どうやって、広葉樹をその中に入れていくか、一つはセレクテ

ィブ・ハーベスティングで、選択して古い木を出して、開けた土地を作ることで、木を入

れて、そこにいろんな樹種を天然に育てていく。カエデなんかですと、すぐに大樹になり

ます。陰でもよく育つ樹種がどんどん増えてきますので、それを育てていくという手法が

あります。 

ただ、コナラについては、これは日光が必要になる樹種となりますので、少しエリアを

広げてそこに植栽をするというようなことをやっています。ただ、複層林がずっとそこに

閉じた森林のままで残るということに対しては反対の側面もあって、先ほど 1ha まで伐採

をしていいということで規制があると説明しましたけれども、こういったオープンスペー

スを森林の中に作っていくのは非常に有意義な行動です。このままオープンスペースが必

要な鳥だったり、牛だったりとか、いろんな生物がオープンスペースを求めています。 

先ほどスライドで説明した鳥に関しては、そんなに密な森林ではなくて、逆にオープン

スペース、その中間くらいの森林が必要で、それぞれの状況によって森林を作っていくと

いうことを今ドイツでは進めています。 

 

根本教授 ありがとうございます。 

 

エスマン名誉教授 先ほどの鹿の話なんですけれども、ドイツでも多少、同じような問題

があり、鹿には 2 種類の鹿がいます。背の低い鹿と背の高い鹿で、1 ヘクタールに一頭いま

す。この程度なら問題ない。ドイツでも、柵を使ったり、苗木とかに鹿が嫌うスプレーを

かけて鹿を避けるというようなことが行われています。ただ一番大きな問題は、非常にコ

ストがかかるということ。ドイツではまず一番先にやることは、頭数制限をすることです。

頭数制限をするには、先ほど話をしたように混交林を作っていきます。というのが、ホッ
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トエリアでは、ここに鹿がいると苗を抜くというのは当然のことで、混交林では、鹿が餌

を探す必要があるということで、混交林を作るということが鹿の数を制限するということ

にもつながっています。 

 

根本教授 ここで会場の方から何か質問はありませんか。 

 

◆３ 都市の中の植栽 

会場からの発言 日本は（国土が）非常に狭いうえに、（社会制度に）拘束力があります。

日本では防災と木の関係が出てきます。それは神戸の震災の時に、確か横浜国大の宮崎先

生がそのようなことを訴えておられました。都市防災について、エスマン名誉教授はどう

捉えていらっしゃるのかお話して頂けたらと思います。 

 

エスマン名誉教授  街中での植栽に関してですけれども、住民の方は当然緑が欲しいと、

緑が街中にあった方がいいという意見が多いと思います。ここに木がほしいなと、いろん

なリクエストがあるんですけれども、そこで住民も生活をしていく上で非常に土地も少な

く、制限があるので、どんどんどんどん賃貸の料金も高くなってしまいます。そこに住む

住民のニーズに関してはどちらに答えていくか、相反することにいつも直面しています。 

ドイツでは街の中で育つ樹種が設定されているんですけれども、最近では中国のエキゾ

ティックな外来の植栽というのも街中では見ることができます。木を植えることで風の通

りがブロックされてしまっていたこともあるので、そういうことに考慮しながら都市の景

観づくりっていうのがやられます。これは市によって全然捉え方が違うんですけれども、

私たちの街では普通の一般家庭の庭に生えている木でも、きちっと町にこの木が枯れたか

ら伐ってもいいですかと申請をしなければいけません。その申請をした後に、伐っていい

よと。さらに伐った後には必ず一本、木を植えなければならないという義務があります。 

ドイツには 100 万人以下の街、50 万人以下の小さい街もたくさんあります。私の故郷で

は 60 万人の人が住んでいるんですけれども、非常に自然に近いところに住んでまして、歩

いて 10 分行け森林に着けるということで、この街中の緑がそんなに重要ではありません。

自転車だったりとか、いろんな公共機関を使ってすぐに公園に行けるという理由が一つあ

ります。 

 

（９）まとめ 

根本教授 ありがとうございました。時間がきてしまいましたので、最後にですね、パネ

リストの方に今日の感想を一言ずつ言っていただいて、今日のフォーラムを閉めたいと思

います。 

 

森本局長 木を伐り出すことに対して、側面的には環境に配慮していかないとと、改めて
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考えさせられたいいディスカッションだったと思います。 

 

中島会長 今日ご参加頂いた方に、シュヴァルツヴァルトの体験をして頂きたいと思いま

す。 

 

永松教授 東アジアはものすごく生物多様性が高い。日本では単純な林を作っても 80 年

100 年になると十分多様性が高くなる。そういう世界に生きています。ヨーロッパはいろん

な意味で恵まれています。日本の林業は単純にはいかない。複雑な林業をやる鹿ないと思

っております。違う世界を知ることも必要で、いい勉強できたと思っております。 

 

エスマン名誉教授 最後のコメントとしては、林業また森林そういったものを考える時に

は、多面的に色々考えなければいけないということを強調しておきたいと思います。 

もう一つはドイツに来られることがあればドイツの良いところはとって、悪いところは

ドイツに捨てたままにしていただけたらと思います。ありがとうございます。 

 

根本教授 本日はつたないコーディネーターで、いろんな議論が拡散したってこともある

んですけれども、一つはアクティという言葉を皆さん覚えていただきたいと思います。こ

れから鳥取の山、日本の森林をどうしていくかというヒントになったんじゃないかと思い

ます。私自信も考えていかなければいけないと思います。あとサステイナブルという言葉

がキーワードですけれども、サステイナブルという言葉は三つの軸からできているんだよ

と、ドイツから学んでいます。経済、環境、社会この三つの軸足の上でサステイナブルに

なっていかなければいけないと常々考えています。それは鳥取の森林を考える上でも同じ

ことだと思っております。本日はどうもありがとうございました。 

 

砂場 皆さん最後まで熱心に聞いてくださりありがとうございました。これをもちまして

とっとりグリーンウエイブ森林環境フォーラムを締めたいと思います。ドイツから来てい

ただきましたエスマン名誉教授にもういちど拍手を送りたいと思います。 

本日はありがとうございました。 
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鳥取県森林・林業振興局 

Ⅰ 素材生産量の増加 

 
＜現状＞ 

〇県内の森林率は７４％（国６６％）で、人工林の占める割合は５４％（国４１％）です。 

〇本県では、人工林資源の充実や高まる原木需要を背景に、間伐材搬出に対する支援等を推進し、切捨

間伐から搬出間伐へのシフトを進め、素材生産量が着実に増加してきました。 

 〇しかし、平成 29 年以降は施行地の奥地化等により間伐面積が伸び悩んでおり、間伐主体で需要に

応じた素材生産量を確保することが難しくなってきています。 

 〇一方、県内の人工林の多くは伐採期を迎えており、森林資源の平準化の観点から、従来の保育主体の

施業から皆伐再造林等により森林の若返り図るなど、転換期を迎えつつあります。 

  

＜課題＞ 

〇今後、森林の多面的機能の発揮を持続させ、素材生産量の増加を図ながら健全な林業経営を確立して

いくためには、間伐等の森林整備と併せて皆伐再造林を推進し、「伐って」、「植えて」、「育てる」と

いう森林資源の循環的利用を進めていく必要があります。 

 

 

 
人工林の齢級別構成 

 

   

素材生産量の推移              間伐面積の推移 

  

令和元年 10月 12 日 

森林環境フォーラム資料 
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Ⅱ 生産基盤の整備 

 
＜現状＞ 

〇公共事業予算の確保が困難な中、優先順位をつけながら計画的に林道の開設を進めており、平成 25

年度からは、幹線となる林道を補完する形で林業専用道の開設も推進しています。 

〇これにより、路網作設に関する技術の普及やオペレーター等技術者の育成が進んだことから、平成

30 年度の路網開設延長は 341km となり、平成 24 年度の 2 倍超にまで増加してきました。 

〇また、平成３０年度から森林レーザ航測に取り組んでおり、広範囲の詳細な地形データから安全で効

率的な林道の線形の検討等が出来る取り組みも進みつつあります。 

 

＜課題＞ 

〇今後は、施業地が奥地化してくることから、ICT を活用したスマート林業の活用や、林道、林業専用

道、森林作業道を効果的に配置し、高性能林業機械を適切に組み合わせた低コストで効率的な作業シ

ステムを推進していく必要があります。 
 
【林内路網密度の推移】                       （単位：km/ha） 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 
24.5 25.2 26.1 27.1 28.0 29.0 

 

   

森林作業道及び林業専用道の開設延長          林業専用道 

 

【レーザ航測データの路網開設への活用】 
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Ⅲ 林業従事者の確保 

 
＜現状＞ 

 〇本県の林業従事者数は 690 人で、昭和６０年以降減少傾向にありましたが、平成 17 年を底に増加

傾向に転じました。 

〇雇用支援として、OJT 研修を中心に人材の育成・確保を推進しており、近年、新規就業者は、30 人

から 50 人程度で推移し、平成２２年度以降は若年者率（35 歳未満）が高齢者率（65 歳以上）を

上回り、林業現場の若返りが進んでいます。 

〇また、安心して林業労働に従事できるよう、関係団体等と連携しながら林業労働安全衛生も推進して

おり、死傷者数は減少傾向にあります。 

 

＜課題＞ 

〇今後とも、素材生産量の増加を図り、持続可能な林業経営を進めていくためには、労働条件を向上

させ、安全で働きやすい職場づくりやスマート林業の導入も図りながら、林業就業者を確保してい

く必要があります。 

 

   
      林業従事者数の推移             新規就業者数の推移 
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Ⅳ 県民参加の森林づくりと木育の推進 

 
＜現状＞ 

〇県民が主体となって行う森林体験企画、森林環境教育、県内の貴重な森林を保全整備する活動や企業

が行う共生の森、県内の森林によるＣＯ２吸収を活用したカーボン・オフセット（森林Ｊ-クレジッ

ト）などの取組について、関係機関等の協力を得ながら進めてきました。 

〇これらの取組の成果もあって、森林が有する多様な機能の発揮に対する県民や企業の関心や期待が

高まっており、県民や企業による森林保全活動の輪は、県内各地に広がっています。 

〇また、木育に取り組む市町村や民間団体への支援により、新生児に県産材の玩具を贈る取組や、地元

小学校と連携した木育授業等が開催されるといった取組も広がりつつあります。 

 

＜課題＞ 

〇県民参加の森林づくり活動をさらに推進するためには、県民・企業・NPO 等に対して、森づくり活

動のフィールドを提供し、これらの活動を広く情報発信していくとともに、木の良さやその利用の意

義を学ぶ木育を推進していく必要があります。 

 

  

県 参加の森林づくり活動の参加者数             Ｊクレジット販売量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






